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ワールドカップ全戦に出場
してみて、レース以外でも
様々なドラマ、戦いがありま
した。その中から今回はロシ
アでのワールドカップ関連
の話題をお届けします。 

 
 

エントリー 
ワールドカップの申込はインターネ

ットの公開情報に従い自身で行ってき
たが、ロシアへのエントリーはそう簡
単ではなかった。 
締切が一週間以内に迫っているにも

かかわらず、大会ページのどこを探し
てもエントリー用紙がない。すでに公
開されているブリテン２には大会ペー
ジにあると書かれているが見当たらな
い。直接主催者にメールで尋ねるも、
全く返信がない。このままだと、「エン
トリーができなかったため、ワールド
カップ欠場」というとても情けないこ
とになってしまう。日本のみんなに会
わせる顔がなくなってしまう。 
締切日はフィンランドワールドカッ

プ開催中。なんとしてもフィンランド
への出発前にエントリーを行なおうと、
必要と思われる情報を一方的に主催者
へメールで送信。ブリテン２に記載さ
れている情報で参加費を海外送金した。 
 
ロシアチームもフィンランドへ来て

いたため、ロシアの監督に尋ねた。ロ
シア側から私宛にメールが来るとのこ
とだったが、結局音沙汰なし。 
ブリテン２での締め切りがとっくに

過ぎてしばらくしてから、ブリテン３
が公開された。すると締切が延長にな
っているではないか。結果的に遅れる
ことなくエントリーできたが、主催者
のずさんな対応は好ましくない。 
 

ビザ 
ビザ発行手続きは、スウェーデンに

あるロシア大使館で行った。審査がス
ムーズに進んでも10日以上かかるよう
だ。1月、2月、私は遠征続きで、パス
ポートを10日以上大使館に預ける余裕
は無い。ロシア側に招待状を督促した
が12月中には届かずビザ取得ができな
かった。 
残るチャンスはたったの一回。ラト

ビアワールドカップからロシアワール
ドカップまで二週間。もし書類か何か
に不備があり発行に手間取ったりする
と一巻の終わりである。ビザ、パスポ
ートがない場合はどうあがいてもロシ
アに行けるはずがない。 
必要な書類はラトビア遠征前にすべ

てそろえ、帰宅した翌日に申請した。
あとは二週間以内にパスポートが戻っ
てくるのを天に願うばかりとなった。 
結果的に私はロシアに行くことがで

きたので、ビザも間に合ったわけだが、
ビザを入手したのは出発を翌々日に控
えた金曜日。郵便局まで受け取りに行
ったのだが、あと一日でも遅かったら、
郵便局は休みになり間に合わなかった。
ビザ申請に際して、出国予定を 2月 15
日としていたが、届いたのが 17 日。つ
まり大使館側では全くと言っていいほ
ど、出発予定日を考慮してくれない。 
 

現地滞在 
今回ワールドカップが開かれた町

IVANOVO はモスクワから約 300km。バス
移動途中のトイレ休憩は女性も含めて
野外（トイレはない）であることがあ
るので、注意したい。コンビニなども
ほとんどないので、食料や飲み物を持
ってバス移動に備える必要がある。 
 
滞在先のホテルは非常に古い部屋で、

シャワートイレは共同。トイレットペ
ーパーがないこともあった。あっても
日本のような白く柔らかい紙ではない。 
 
食事はロシア風の料理で、ヨーロッ

パの料理とも違った。最大の問題点は
量が少ないこと。ここはダイエット施
設かと思うほど盛りの少ない食事で、
アスリートには絶対に足りていなかっ
た。私は毎回、盛り付けのおばちゃん
に「もっと、もっと」というジェスチ
ャーで大盛りにしてほしいとのアピー
ルをしたが、それでもやっと普通盛り
に近づいただけだった。 
この状況をあらかじめ予想していた

のか、スウェーデンチームは大量のパ

スタ（乾麺）を持参していた。毎回、
食事のたびにそれをゆでて食べていた
ので、私も何度かわけてもらい、餓え
をしのいだ。 
ロシア全体が少食というわけではな

いだろうが、こんなこともあるのだと
事前に知っているだけで全く違う。調
味料（ケチャップやドレッシング、ジ
ャム）などを持参している選手も多く
見受けられた。 
 

送金 
送金はすでにフィンランド遠征前に

済んでいるはずであったが、実はこの
問題が今回のロシア遠征一番の山場と
なった。遠征前から解決のめどが立た
ない問題に気が滅入っていたが、現地
では大喧嘩にまで発展した。 
結局スウェーデンに帰国してからも、

銀行に足を運び、ロシアの主催者とメ
ールでのやり取りを行っているが、３
月現在まだ解決していない。 
 

スウェーデン帰国後 
ロシアから帰国して、私は熱を出し

て寝込んでしまった。高熱は数日続き、
週末に予定していた世界最大最長のレ
ース、ヴァーサロペットは欠場するこ
とになり、非常に悔しい思いをした。
体調が完全に回復するまでは二週間も
かかり、シーズン中にぽっかりと穴が
開いてしまった。アスリートとして自
己管理ができていない、と自己嫌悪に
陥ったりもしたが、その後スウェーデ
ン国内でのレースに出場したとき思い
もよらない事実を知った。 
なんとロシアに遠征したスウェーデ

ン選手のほぼ全員が遠征後、私のよう
な病気にかかったという。中には三週
間経ったそのときですら、まだトレー
ニングが再開できない状態の選手もい
た。これは何か悪いウィルスにでもか
かったに違いない。恐るべし、ロシア。 

（堀江守弘） 
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